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　浜松城は、三方原台地の東縁にあたる段丘を利用し

て築かれた城郭で、静岡県浜松市中区元城町とその周

辺に位置します。浜松城が立地する静岡県西部地方に

は戦国時代に築かれた城郭が高密度に分布していま

す。浜松城は大規模な平野部に接し、経済的な中心地

に立地していることが最大の特徴です。

　徳川家康の築城として著名な浜松城ですが、浜松城

の姿は、今川勢力下で整備された引間城を基礎とし

て、徳川家康による築城、堀尾吉晴による高い石垣と

瓦葺き建物を備えた城郭への改築、江戸時代に城主を

務めた譜代大名による三の丸の整備などを含めた南向

きの城郭への改築と度重なる構造の変更が行われてい

ます。

　浜松城とその城下町は、現在みられる浜松市街地の

基礎になっています。このうち、浜松城の中枢部にあ

たる天守曲輪や本丸を中心とした範囲が浜松市の史跡

に指定されています。

　■浜松城跡とは 　昭和 34 年 6 月 18 日 指定

令和 3 年 1 月 28 日 追加

遠州浜松城絵図（17世紀）

江戸時代の浜松城を描いた絵図です。御殿をは

じめとした主要な建物は空白ですが、浜松城の

構造や石垣、堀、土塁、櫓や蔵等の建物、塀が

表現されています。建物や塀の屋根は瓦葺きと

板葺きで色が塗り分けられています。

徳川家康在城期の浜松城とその特徴

徳川家康は、元亀元年（1570）に浜松城を築城したのち、天正9年（1581）

にかけてたびたび浜松城を改築しました。堀や土塁に囲まれた空間に、板

葺き等の建物が立ち並ぶ城郭であったと考えられます。家康が築いた浜松

城の範囲は、江戸時代の浜松城のうち、天守曲輪、本丸、二の丸、古城、

西端城曲輪、清水谷、出丸、三の丸の一部にあたる部分と考えられます。

徳川家康在城期の浜松城CG復元図（1570年代）



天守曲輪南東隅の石塁と瓦集積（16世紀末頃）

堀尾吉晴在城期の浜松城とその特徴

天正18年（1590）、浜松を領有した堀尾吉晴は、

徳川家康が築いた浜松城を高い石垣や瓦葺きの建

物を備えた城郭へと改築しました。現在、浜松城

公園に残る浜松城の石垣は、堀尾氏が築いたもの

が基礎になっています。

　浜松城の最高所の曲輪には、天守台があり、江

戸時代に天守曲輪と呼ばれました。天守に関わる

記録は発見されていませんが、天守台とその周辺

で多くの瓦が採集されていることから、安土桃山

時代には、天守が存在したとみられます。現在の

復興天守閣は天守台の3分の2程度の規模であり、

想定される安土桃山時代の浜松城天守は、天守台

の規模を基準に考えると、復興天守閣の1.5倍ほど

の大きさであったと推定できます。

　発掘調査によって天守曲輪の南側には、高さ3ｍ

ほどの石塁がめぐっていたことが明らかになりま

した。天守曲輪南東部の石塁上部は幅が広く、近

傍から大量の瓦が出土したことから瓦葺きの櫓が

存在したと考えられます。

江戸時代における浜松城の範囲と構造

江戸時代初めの整備によって、浜松城は東西600ｍ、南北650ｍにおよぶ

大規模な近世城郭へ生まれかわりました。城の南端には大手門が設置さ

れ、同時期に整備された近世東海道の基軸とされました。かつての引間

城は古城として、徳川家康や堀尾吉晴が構築した城郭の中枢部は本丸・

天守曲輪等として、江戸時代の浜松城内に取り込まれました。
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堀尾吉晴在城期の浜松城CG復元図（1590年代）



浜松城の歴代城主と主な出土品

表紙：浜松城跡 天守曲輪・本丸の現状（富士見櫓跡から） 発行　浜松市市民部文化財課　　2021.03刊行
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戦国時代の堀から出土した陶器や土器

本丸南側で発見した堀の中から出土した陶器や土

器です。煮炊きに使われた土鍋や瀬戸窯で作ら

れた黄瀬戸の天目茶碗、灰釉の皿等が出土しまし

た。築城時の浜松城の姿を明らかにするうえで重

要な成果です。

歴代城主の家紋をあしらった瓦

浜松城では、江戸時代に城主を務めた太田氏や青

山氏、本庄松平氏、井上氏、水野氏が家紋をあ

しらった瓦（家紋瓦）を使用しています。家紋瓦

は、浜松城の改修等の時期を知ることができる重

要な出土品のひとつです。

ＣＧ復元図の地形は、中部技術事務所長の承認を得て、同事務所作成の航空レーザー測量成果を使用したものです。

（承認番号：令和2年7月8日付国部整中環共第7号）


